
 

 

2020 年度は新型コロナウイルス感染症の影響を受けた１年間となりました。社員総会

が書面決議となり、全道ろうあ者夏季体育大会と全道ろうあ者大会が中止となりました。 

これは、北海道だけでなく全国規模の大会も同じくすべての事業が中止となり、新型コ

ロナウイルス感染症は、日本だけではなく世界においても先が見えない、いつ収束するか

わからない、会員のみなさまもこれまで経験したことのないパンデミックに大きな不安に

向き合っていたと思います。 

新型コロナウイルスから会員を守るため、全日本ろうあ連盟のオンライン相談事業を始

め、全国ブロック代表者会議をオンライン開催し、新型コロナウイルス感染症から会員を守

る取り組みの情報交換を行い、事業面では道内 29保健所にタブレットを配置し、ろう者を

新型コロナウイルス感染症から守るため遠隔手話通訳を北海道ろうあ連盟が主体となって

取り組みました。 

また、道内 22自治体の福祉課を訪問し窓口にろう者が来所した際に意思疎通支援に遠

隔手話通訳を行うためのタブレットを持参してデモンストレーションを行い、ろう者が遠隔

手話通訳の必要性を説明しました。 

理事会はオンラインで開催し新型コロナウイルス感染防止にも努めました。研修会もオン

ラインを取り入れる等、会員が安心して参加できることを優先しましたが、オンライン環境 

がない協会や全道ろうあ者大会開催地だった室蘭聴力障害者協会と手話サークルがオン

ライン設定学習会で共に学び、今後、普及する電話リレーサービスと遠隔手話通訳の違い

を説明しました。 

すべての協会がオンラインでいつでもどこでもつながれるようにオンライン学習会を今

後も開催していく予定です。新型コロナウイルス感染症が収束した後も距離と時間にとら

われることなく研修会を受けられるオンライン環境を作っていくことが大切です。 

事業面では公益事業に大きな影響はないものの収益事業には前年度の半分ほど落ち込

みましたが、支出を抑えたため大きな赤字にはなりませんでした。 

今後の課題として、法人事業の安定を計るため北海道に限定した出版・映像（DVD）の

自主作成に力を入れていくことが課題になります。 

2021年3月 18日に北広島市手話言語条例が採択され北海道で29番目の手話言語

条例が４月１日にスタートします。また、北海道議会の各会派による「手話を広める議員の

会」の世話人会が 3 月 22 日に開催されました。6 月の定例議会に正式にスタートする予

定です。全ての会派と共に手話言語を広める勉強会を行うことはこれまでにない画期的な

ものです。手話言語を広める政策や手話言語法を国に求めていくように北海道ろうあ連盟

と共に新しい流れを作る時を迎えようとしています。 

２０20年度事業実施報告 



 

●聴覚障害者のコミュニケーションを支援するため手話通訳事業 

●手話通訳者・手話通訳士の養成事業 

●手話の普及事業 

●聴覚障害者に対する相談支援事業 

●聴覚障害の文化・スポーツ啓蒙事業 

●手話・出版事業 

 

 

【公益目的事業】 

意思疎通支援に関する事業 

 

■手話通訳者等の設置・派遣 

聴覚障害者のコミュニケーションを支援するため、手話通訳者を設置・派遣した。 

◎派遣センター事業 

（１）手話通訳者設置事業（北海道補助事業） 

（２）コミュニケーション支援事業(市町村委託事業) 

（３）手話通訳者派遣事業(一部北海道委託事業) を行っています。 

 

今年度の派遣件数は796件966人派遣し、コロナウイルス感染拡大の影響により全体的

に派遣件数が減っています。   

全体の派遣比率は市町村支援に関する内容が 67%を占めています。 

派遣分野では、医療が 54％近くを占めています。介護支援なども増えています。 

派遣を担っている登録通訳者の推移は少しずつ増えているものの地元推薦者（資格なし）

も少なからずいます。日中活動できる人も限られているため、設置通訳者が出ることも多

い地域があります。 

   

 

 

 



 

【手話通訳派遣実績】 

 2018年 2019年 2020年 

派遣件数 １，094 １，０61 794 

派遣人数 １，570 １，５28 965 

 

【地域（振興局）通訳派遣人数】   

情セ 85 檜山 75 上川 104 オホーツク 164 十勝 89 

石狩 64 後志 74 留萌 43 胆振 26 釧路 71 

渡島 35 空知 70 宗谷 44 日高 81 根室 25 

 

 

 

 

2020年度の北海道ろうあ連盟 

北海道手話通訳派遣センター登録手話通訳者：390名の概要 

 

 

 

【性別構成】 

男 性 ３９名 女 性 ３51名 

 

【地域（振興局）構成】                       （単位:名） 

石狩 106 後志 25 留萌 5 胆振 41 釧路 22 

渡島 29 空知 34 宗谷 7 日高 6 根室 13 

檜山 4 上川 46 オホーツク 18 十勝 34   

 

【資格構成】                            （単位:名） 

手話通訳士 88 北ろう連上級 ２ 北ろう連１級 8 

全国統一試験 169 北ろう連中級 3 北ろう連２級 41 

全日ろう連認定 ２ 北ろう連初級 15 団体推薦 62 

 



 

【年齢構成】                            （単位:名） 
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2020 年度の内訳は上記の通り、平均年齢も高くなってきており、地域での養成が急務で

す。登録者へ向けての研修（技術や理論）は各地域年３回行っておりましたが、2020 年度

は新型コロナウイルス感染症拡大のため年１回となりました。 

 

派遣センター職員は 14振興局に１名ずつ設置通訳者として配置されています。 

来庁者対応や、派遣コーディネートが主ではありますが、３チーム(派遣・養成・統計)に分

かれています。 

（2020年度 宗谷・根室・日高振興局は臨時職員が対応） 

 

■手話通訳業務区分年間一覧 

【手話通訳業務】 

区   分 2018年 2019年 ２０20年 

保健・福祉・医療 ２２２ 225 281 

教育・保育 ３３ 38 28 

労   働 ６９ 36 51 

人間関係 ２６ 9 3 

社会経済・契約・官公庁手続き ２１９ 128 92 

スポーツ・文化・教養等 ３７ 31 9 

司法・権利等 １５ 10 2 



 

【手話以外の業務】 

区   分 2018年 2019年 ２０20年 

コーディネートに関すること １，０２５ 1,051 485 

コーディネートに関すること  

(市町村支援) 
９７８ 1,031 1,010 

自らの通訳事務に関すること ５７２ 481 454 

相談支援に関すること ２６４ 290 243 

相談支援に関すること(市町村支援) 379 285 206 

指導育成に関すること １，１１３ 937 545 

指導育成に関すること (市町村支援） 73 47 63 

会議に関すること 101 94 69 

研修（自己研鑽）に関すること 594 450 371 

事務(報告等事務) 1,678 1,620 1,530 

事務 (契約・登録等事務) ２０１ 166 161 

そ の 他 ２２６ 186 1,195 

 

14 振興局の職員は手話通訳派遣に関するコーディネート業務の他、登録員研修（今年は１回）

への取り組み、地域協会やサークル、通研との連携等行い、ろうあ者相談員の不在地域では各

種相談、電話代行、代筆・代読など生活にかかわる支援も担っている地域もあります。また地

域自治体（市町村）とのパイプ役を担い派遣や養成に関してのアドバイスを行い、北海道手話

言語条例を道職員に啓蒙する目的で振興局職員を対象に手話学習も実施しています。全職員

が札幌に集合し職員研修を例年行って来たが、コロナ感染拡大防止の観点から中止と致し、

チーム代表者とのオンライン会議を１回開催しました。 

 

【職員研修】 

 新型コロナウイルス感染症拡大により中止 

 

派遣チーム 養成チーム 統計チーム 

・全道ろうあ者夏季体育大会・

全道ろうあ者大会通訳配置

に伴う調整・連絡と事後の

振り返り、まとめ等 

・派遣事例の集約と共有・相談

等 

 

・登録通訳者への現任研修の

企画立案と事後の振り返

り、まとめ等 

・職員対象のスキルアップ研修

企画立案と事後の振り返

り、まとめ等 

・その他、養成に関する事等 

・手話通訳派遣実績、月間、 

年間集計精査分析等 

・広域派遣実績精査等 

・月間活動報告書精査等 

 

 

 



 

【知事会見 手話通訳派遣】  

北海道知事定例記者会見に手話通訳を派遣 

４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月 12月 １月 ２月 ３月 合計 

2 6 6 10 6 3 12 10 8 8 7 4 82 

 

 

 

■遠隔手話通訳事業   

北海道聴覚障がい者情報センターにオペレター（手話通訳者）を配置し、タブレットによ

る遠隔手話通訳を通じて、聴覚障害者と各市町村役場窓口等における意思疎通支援対応

の円滑化を図りました。 

また、新型コロナウイルス感染症対応等のため、厚生労働省において「遠隔手話サービ

ス体制強化事業の２次募集」が行われ、これにより遠隔手話サービスを実施する市町村の

増加が図られました。 

  なお、国の２次募集期間中等に施設長及び事務局長が関係市町村を訪問するなど遠隔

手話通訳の実施について働きかけを行いました。 

 

 ■遠隔手話通訳設置市町村 

振興局 契約市町村  遠隔手話通訳実績 

後  志 仁木町    

空  知 深川市、赤平市    

上  川 東川町、当麻町    

宗  谷 稚内市  稚内市  ３件 

オホーツク 網走市、美幌町    

胆  振 白老町    

十  勝 音更町、陸別町 合計 11市町 音更町 ３件 

 

■新型コロナウイルス感染症対策（単年度国庫補助事業） 

  聴覚障害者のコロナに係る受診時の意思疎通手段の確保と手話通訳者の感染予防の観

点から遠隔手話通訳による受診時支援のための体制を整備する。 

 

【実施者】 

 北海道聴覚障がい者情報センター 

【実施場所】 

 PCR検査実施医療機関 

 (タブレット及びWi-Fi29台を道内 29保健所に配置し、対象者の受診時に貸し出す。) 



 

【実績】 

 貸出・利用実績なし  

 (新年度については、各振興局にタブレットを配置するなどし、コロナウイルス受診対応

等に努める。) 

 【遠隔手話サービスの広報】 

  利用者及び関係者向けの周知パンフレット「遠隔手話通訳制度」を作成し配布及びイン 

ターネットを上で遠隔手話サービス普及に係る動画配信を行った。 

 

 (主なパンフレットの配布先) 

   ①各市町村障がい者福祉担当課  ②各道立保健所等 

③道障がい者保健福祉課  ④各振興局社会福祉課 

⑤各ろうあ協会  ⑥各振興局派遣センター職員  ほか 

 

■北海道遠隔手話サービスモデル事業 

 情報提供施設内にオペレター（手話通訳者）を配置し、タブレットによる遠隔手話通訳を通

して、聴覚障害者と各市町村役場窓口等における意思疎通支援対応の円滑化を図る。 

 

【デモ実施自治体】 （19自治体） 

月  日 訪問自治体 

8月 4日（火） 三笠市・奈井江町・栗山町・南幌町 

8月 5日（水） 留萌市・歌志内市・砂川市・白老町 

8月 6日（木） 浜頓別町・雄武町・仁木町 

8月 7日（金） 網走市・紋別市・美瑛町・新得町・池田町 

8月 12日（水） 新ひだか町 

8月 20日（木） 余市町 

10月 6日（火） 訓子府町 

 

※上記の日程で 19 市町を施設長と事務局長が手話通訳者同行せず上記の自治体を訪

問し遠隔手話通訳を福祉課の担当者に説明した。 

遠隔手話通訳の必要性を理解してもらうため、あえて通訳を同行せず、情報センター職員

が遠隔手話通訳をしたところ福祉課の担当者は驚いていたが、ろう者が福祉課に来所が

少ない等と理由をつけて、障害者差別解消法の必要性をまだまだ理解していないと受け

取れる内容であった。 

ただ、どの自治体も遠隔手話通訳の必要性を認めていたが予算がからむと明確な回答を

もらえないところがほとんどであった。 

 

 

 



 

■北海道登録要約筆記者  

    手書き ３０名   パソコン 21名   手書き・パソコン ６名   計５７名 

    ２０２0年度全国統一要約筆記者認定試験合格者 8名を含む。 

 

 

■北海道登録要約筆記者派遣実績（道派遣） 

派遣件数  ３件   派遣人数  ７名 

【内 容】  講演会・意見交換会等 

 

■北海道要約筆記者登録者 

区 分 登録者数 
内  訳 

手 書 P C 手書・PC 

札 幌 市 9 2 ５ ２ 

旭 川 市 ８ ５ １ ２ 

函 館 市 ２ １ １  

計 １9 8 ７ ４ 

石   狩 １7 １1 ６  

渡   島 ２ ２   

檜   山     

後   志 １  １  

空   知 ２ １  １ 

上   川 ３ ２ １  

留   萌     

宗   谷     

オホーツク     

胆   振 ４ ２ ２  

日   高     

十   勝 ４ ２ ２  

釧   路 ４ １ ２ １ 

根   室 １ １   

計 ３8 ２2 １４ ２ 

合  計 ５７ ３０ ２１ ６ 

 

 

 



 

意思疎通支援者の養成 

 

聴覚障害者のコミュニケーションの人的基盤となる手話通訳者・手話通訳士を養成した。 

2014年度よりカリキュラムが改訂となり対応した講師の育成を充実させた。 

 

■手話通訳者養成講座の開催（北海道委託事業）  

20２０年度報告： （開催地）道内２か所 （札幌会場・旭川会場）（80講座） 

目 的：手話通訳者の養成し、聴覚障害者等の福祉の増進に資する 

内 容：手話通訳者としての専門的な知識・技術の習得 

対 象：北海道の委託を受けて手話奉仕員養成カリキュラムを修了した者もしくは 

修了と同等の知識・技量を有すると認められたもの 

札幌会場 受講生 15名  修了者 13名 （合格者 ７名） 

旭川会場 受講生  4名  修了者  2名 （合格者 なし） 

 

統一試験合格者 ７名 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



 

■各自治体における手話通訳者養成講座等受講経費助成事業一覧表  2021年 4月現在  

 

自治体名 助成対象者 助成内容 

函 

 

館 

 

市 

函館市の手話通訳者登録員・要約筆記者 
交通費 

指定席 

往復割引料金１／２ 手話通訳者登録員面接試験の意思を有する者 

これまでに助成金交付を受けていない方 
宿泊費 上限あり １／２ 

手話通訳者養成講師 

交付申請 
助成申

請時期 
受付当課 備  考 

助成事業登録書 

講座 

終了後 

函館市障が

い福祉課 

 

助成費支給申請書 

道養成講座修了証 

領収書の写し 

自治体名 助成対象者 助成内容 

室 

 

蘭 

 

市 

室蘭市の手話協力員又は登録予定者・要約筆記者 予算内であることが基準（1～2名） 

道養成講座を胆振管外で受講した修了者 交通費 １／２（実費） 

これまでに助成金交付を受けていない方 宿泊費 市長判断 

交付申請 
助成申

請時期 
受付当課 備  考 

交付申請書 
講座 

終了後 

室蘭市障が

い福祉課 
手話言語条例制定 道養成講座修了証 

領収書の写し 

自治体名 助成対象者 助成内容 

登 

 

別 

 

市 

障害者社会参加等促進事業内奉仕員養成研修事業  予算内であることが基準 

登別市住民で 18歳以上 

障害者団体より推薦を受けた者 

交通費 100％ 

宿泊費 支給 

資料代 支給 

交付申請 
助成申

請時期 
受付当課 備  考 

交付申請書 

講座 

終了後 

登別市障が

い福祉グル

ープ 

手話言語条例制定 
道養成講座修了証 

領収書の写し 

領収書の写し 

自治体名 助成対象者 助成内容 

小 

 

樽 

 

市 

小樽市内に在住する手話通訳者登録員 助成金 

手話通訳士（7万

円） 

手話通訳者全国統一

試験（２万円） 

交付申請 
助成申

請時期 
受付当課 備  考 

交付申請書 

試験 

合格後

申請 

小樽市障が

い福祉課 
手話言語条例制定 

 

※申請については受付担当課による確認が必要となる。 

※交通費（公共交通機関に限る） 

 

 



 

 

（参考）福祉人材育成事業補助金交付制度（手話通訳士対応） 

 

自治体名 助成対象者 助成内容 

新 

 

得 

 

町 

既に町内の福祉事業所就していない者で、研修等終

了後１年以内に町内の福祉事業所（公立を含む。）

に勤務することただし、公務員正規採用除く 

予算内であることが基準で 10 万円ま

で 

交通費 
50km以上対象（1/2支

給） 

受験・ 

受講料 支給（１／２） 

資料代 

交付申請 
助成申

請時期 
受付当課 備  考 

試験・講座案内資料 

 
保健福祉課 

福祉係 
手話言語条例制定 受験申込書写し 

健康保険証写し 

 

 

 

 

自治体名 助成対象者 助成内容 

恵 

 

庭 

 

市 

手話奉仕員養成講座修了者で（または同等の者） 

地域の聴覚障害者協会より推薦を受けた者 

交通費 

テキスト代 
実 費 

手話奉仕員養成講師・（手話通訳者養成講師） 
交通費 

受講費 

交付申請 
助成申

請時期 
受付当課 備  考 

道養成講座修了証の写し 

旅費精算書 

領収書の写し 
講座 

終了後 

恵庭市 

障がい福祉課 
手話言語条例制定 

旅費精算書 

領収書の写し 

 

※要項整理が間に合わず、次年度以降対応 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

■現任（登録）手話通訳者研修会の開催 

  手話通訳者として北海道ろうあ連盟に登録されている者を対象として、その知識・技術の維持・

向上を図る研修会を開催した。 

（2020年度は、新型コロナウイルス感染症拡大のため１回） 

 

■開催内容 

振興局 参加対象地域 開 催 地 開 催 日 参加人数 

第  １  回 

石  狩 札 幌 札幌市 2月１１日（木㊗） 11 

渡  島 南渡島・北渡島・檜山 函館市 7月２６日(日） 14 

檜  山 南檜山・北檜山・檜山 今金町 11月１５日（日） 2 

後  志 後 志 余市町 7月１９日（日） 11 

空  知 
南空知 

岩見沢市 10月 17日(土） 6 
中空知 

上  川 

上川北部 名寄市 10月 10日（土） 5 

旭 川 旭川市 8月３０日（日） 11 

南部 富良野市 10月２４日（土） 4 

留  萌 留萌市 留萌市 6月２６日（金） ２ 

宗  谷 宗 谷 稚内市 7月１８日（土） 5 

オホーツク オホーツク 北見市 10月４日（日） 10 

胆  振 西胆振 伊達市 8月３０日（日） 1２ 

日  高 
東胆振 

苫小牧市 9月１３日(日） 
7 

日 高 2 

十  勝 十 勝 帯広市 11月７日(土） 10 

釧  路 釧 路 釧路市 9月２６日(土） 8 

根  室 根 室 中標津町 中  止  

総    計 120 名 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

■要約筆記者養成講座の開催 

聴覚障害者の福祉に理解と熱意を有する者に対し、手話の獲得が困難な中途失聴者・難聴者のコミ

ュニケーション手段として不可欠な要約筆記者の養成を行った。 

 

■要約筆記者養成講座の開催（北海道委託事業）  

2020年度報告： （開催地）道内 1か所 （札幌会場） （講義・実技 84時間） 

目 的：要約筆記者を養成し、聴覚障害者等の福祉の向上等を図ることを目的とする。 

内 容：要約筆記者としての専門的な知識・技術の習得 

対 象：聴覚障害者の福祉に理解と熱意があり、講座受講終了後、全国統一要約筆記 

者認定試験を受験することを条件とする。 

受講生 １５名(手書き１１・PC 4)  修了者 13名(手書き 9・PC 4)  

統一試験合格者 5名(手書き 3・PC 2) 

その他の受験合格者 ３名(手書き１・手書き及び PC １・PC  １)   計８名 

 

■要約筆記者指導者養成研修への派遣 

要約筆記者を養成するための指導者養成を目的に開催されている「要約筆記者指導者養成研修」

へ受講者を北海道から派遣した。（内容は下記の通りである） 

 

講座内容 

①基礎研修コース （定員：手書４０名、パソコン 40名） ３日間 

  要約筆記者養成の指導者になろうとする者で、都道府県障がい福祉主管課等が認

めた者。  

②ステップアップコース （定員：手書２５名、パソコン２５名） ３日間 

 基礎研修を修了した者で、都道府県等において要約筆記者養成講座の指導に当たっ 

ている者で、都道府県障がい福祉主管課等が認めた者。  

会  場：全国障害者総合福祉センター(戸山サンライズ)ほか 

      (コロナウイルス感染症の影響により、急遽リモート受講方式となる。) 

修了者：①基礎研修(手書き) １名 ・・・千歳市 

     ②ステップアップ(パソコン) 1名 ・・・千歳市 

その他：上記２名のほか、２名の受講(基礎コース)が認められていたが、うち１名はリモ

ート研修辞退、１名は受講前辞退となった。 

参 考:これまでの受講修了者総数 ２６名程度 

 



 

手話の普及事業 

■手話通訳士育成研修会の開催 

【手話通訳士育成講座】 

新型コロナウイルス感染症拡大により中止 

 

【レベルアップ講座】 

   新型コロナウイルス感染症拡大により中止 

 

■手話通訳者養成講師育成研修会の開催  

     日 時：2020年９月５日(土) 9：30～17：00 

９月６日(日) 9：00～15：30 

【変更事項】 新型コロナウイルス感染症拡大により事業を中止 

 

■手話研究集会の開催 

【第 40回北海道手話通訳問題研究集会】 

  新型コロナウイルス感染症拡大により中止 

 

 

 ■手話講師の派遣 

  手話や聴覚障害の普及・啓発を図るため講師を派遣した。  

＜北海道ろうあ連盟法人部門＞  

日時・会場 依頼者・会合名・内容 

9月 24日 

10月 1日・15日・22日 

11月 5日・12日・26日 

12月 3日・17日 

1月 14日・21日 

2月 4日・18日・25日 

3月 11日・18日 

洞爺湖町役場・かでる 2.7（遠隔手話講座） 

洞爺湖町職員及び町民向け手話講習会 

講義・実技 

9月 5・13日、10月 4・11日 

11月 1・15・22日 9:00～12:00 

産業技術教育訓練センター 

日本経営協会  

北海道新採用職員研修 

講義・実技 



 

2019年４月～９月 

前期 全 15回 

学校法人美専学園 

北海道医薬専門学校 保育学科 

講義・実技、手話検定試験 5級（全員合格） 

2020年 10月～2021年２月 

後期 全 19回（1回 2コマ） 

札幌観光ブライダル・製菓専門学校 

学校法人安達学園  

札幌観光ブライダル・製菓専門学校 

ユニバーサルサービス（手話）授業・遠隔含 

 

＜手話通訳派遣センター養成研修部門＞ 

 

日      時 依 頼 者 ・ 会 合 名 ・ 内 容 

6月 16日～2月 2日 13:30～15:00  

愛別町総合センター 

上川中部基幹相談支援センター 

手話奉仕員養成講座 

9月 11日 18:00～21:00 

釧路町保健福祉センター 

釧路町：手話通訳者研修会 

実技：講義：「手話通訳実践」「理論学習」等 

9月 25日 18:00～21:00 

釧路町保健福祉センター 

釧路町：手話奉仕員レベルアップ研修会 

実技：講義：「手話通訳実践」「理論学習」等 

10月 9日 18:00～21:00 

釧路町保健福祉センター 

釧路町：手話奉仕員レベルアップ研修会 

実技：講義：「手話通訳実践」「理論学習」等 

10月 16日 19:00～20:30  

士別市民文化センター 

士別市：手話通訳者応用講座 

実技：講義：「聞き取り通訳」「表現練習」 

10月 23日 18:00～21:00 

釧路町保健福祉センター 

釧路町：手話奉仕員レベルアップ研修会 

実技：講義：「手話通訳実践」「理論学習」等 

10月 30日 19:00～20:30  

士別市民文化センター 

士別市：手話通訳者応用講座 

実技：講義：「聞き取り通訳」「表現練習」 

11月 2日 18:30～20:30 

石狩市総合保健福祉センター 

石狩市：登録手話通訳者・要約筆記者研修会 

講義：「通訳者に求めるもの」 

11月 16日 19:00～20:30  

士別市民文化センター 

士別市：手話通訳者応用講座 

実技：講義：「聞き取り通訳」「表現練習」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

北海道聴覚障がい者情報センター 

 

■聴覚障害者情報提供施設関係 

2020 年４月１日に「かでる 2・7 ５階」に情報センタースタジオがオープンしました。また、新規

事業として要約筆記者養成事業・道要約筆記者派遣事業と知事記者会見に手話通訳者を配置し

ました。 

厚生労働省から新型コロナウイルス感染症対策として都道府県の聴覚障害者情報提供施設に遠

隔手話サービスの補助金が出され道内 29の保健所にタブレットを配置しました。 

北海道に聴覚障害者情報提供施設が設置されてから早い展開で事業拡大が進んでいます。情報

センターを利用する方やビデオライブラリー貸出し大幅に増えています。 

課題は、５階の情報センターが事業拡大に伴い狭くなってきています。また手話関係者等の情報

センター利用者が増えていますが、情報センターのスペースの問題もあって利用できる人数は８

名が限度です。 

2020（令和２）年９月１６日の第３回定例議会で情報センター拡充の質問があり鈴木知事は「聴

覚障がい者情報センターのスペースについてセンターの利用状況を把握するとともに、運営懇話

会の意見を参考にスペースの活用方法を検討したい」と答弁しています。 

聴覚障害者情報センター運営懇話会は年一回開催され道保健福祉課も参加して情報センター運

営のあり方の意見交換をしています。 

また、聴覚障害者情報センター運営委員会では、北海道中途失・難聴者協会と要約筆記者団体が

加入して聴覚障害者と意思疎通支援者が使いやすい制度を作ろうと年４回開催しています。 

北海道聴覚障がい者情報センターの目的は、すべての道民に聴覚障害者の理解と聴覚障害者に 

関わる事業を利用してもらうため情報提供ならび情報発信等を行い、聴覚障害者の社会参加促 

進に向けて組みながら、新たな課題を含めた検討を早急にすすめていく必要があります。 

 

■北海道聴覚障がい者情報センター利用者数 

  

月 度 来館者数 

 

 

１月 19  

２月 18 合 計 

３月 30 67 

 



 

■全国聴覚障害者情報提供施設協議会 

 ・全国聴覚障害者情報提供施設協議会総会  

 2020年 6月 18（木）・19日（金） 書面決議 

 ・全国聴覚障害者情報提供施設協議会北海道・東北ブロック会議 
 2020年 11月 6日（金） オンライン 

 役員改選が行われ下記のブロック役員が決定した。 

 北海道・東北ブロック長 松本 隆一（宮城県） 事務局長 金原 浩之（北海道） 

 

■北海道聴覚障がい者情報センター運営懇話会 

 北海道聴覚障がい者情報センターの運営を円滑に推進するため北海道聴覚障がい者 

情報センター運営懇話会を設置した。 

 

第１回 2０20年 8月 3日 (月) １４:００～１６:００ かでる２．７ 

 (内容) 〇今後の事業実施方針及び事業概要等について説明及び協議等を行った。 

 

懇話会委員出席表 

役   職 氏   名 
第１回 

８月３日 

議  長 山根 昭治 (北ろう連) ○ 

委  員 渋谷 雄幸 (北ろう連) ○ 

委  員 金原 浩之 (北ろう連) ○ 

委  員 藤野 友紀 (学識経験者) ○ 

委  員 泉     司 (北身協) ○ 

委  員 沖村 圭子 (札盲ろう福祉会) 欠 

委  員 佐々木 亜規子（道中失協会） ○ 

委  員 高橋 律子 (道要約筆記者の会) ○ 

委  員 白木 喜子 (全要研) ○ 

委  員 松井 宏之 (道通訳士会) ○ 

委  員 渋谷 悌子 (北通研) ○ 

委  員 武田 啓子 (北手協) ○ 

委  員 遠藤 篤也 (障がい者保健福祉課) ○ 



 

 

■手話通訳派遣センター運営委員会の開催 

第 1回 2020年 4月 25日（土） 中   止 

第 2回 2020年 11月 7日（土） 14:15～16:15 かでる 2.7 

第 3回 2021年 2月 13日（土） 15:10～17:10 かでる 2.7 

 

■運営委員会出欠表 

役 職 氏  名 
第 1回 第 2回 第 3回 

4月 25日 11月 7日 2月 13日 

委員長 山根 昭治（北ろう連） 

中 

 

 

 

 

 

止 

〇 〇 

副委員長 渋谷 雄幸（北ろう連） 〇 〇 

委  員 大内 祥一（北ろう連） 〇 〇 

委  員 金原 浩之（施設長） 〇 〇 

委  員 中 和彦（事務局長） 〇 〇 

委  員 高嶋 正博（北ろう連） 〇 〇 

委  員 宮内 博子（北ろう連） 〇 〇 

委  員 佐々木柄理子（北ろう連） 〇 〇 

委  員 佐々木亜希子（道中失協） 欠 〇 

委   員 渋谷 悌子（北通研） 〇 〇 

委   員 松井 宏幸（道士会） 〇 〇 

委   員 武田 啓子（北手協） 〇 欠 

委   員 藤野 友紀（学識経験者） 〇 〇 

委   員 白木 喜子（全要研道ブロック） 欠 〇 

委   員 永井 千里（道要約筆記者の会） 欠 〇 

オブザーバー 道障がい者保健福祉課 欠 欠 

 

 



 

■字幕ビデオライブラリー事業 

北海道補助を受けて、（社福）聴力障害者情報文化センター・札幌市視聴覚障がい者情報センター等

と連携し、字幕・手話付き映像作品の制作と貸出やＨＰでの閲覧業務を行った。 

・対象：聴覚障害者、聴覚障害者福祉関係機関・団体、手話学習者等 

 

 

【貸出事業】 

手話・字幕が付与されたDVDを北海道内の聴覚障がい者や手話関係者に貸出を行った。 

・新規登録数 

月 別 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月 12月 １月 ２月 ３月 
合

計 

聴覚障害

児者 
2 5   1 2 2 2   3 3 20 

団体・学

校・施設等 
   8 1 4 1  1  7 5 27 

合 計 2 5  8 2 6 3 2 1  10 8 47 

 

・貸出数 

月 別 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月 12月 １月 ２月 ３月 合計 

貸出数 6 21  16 6 16 7 4 1  24 18 119 

合 計 6 21  16 6 16 7 4 1  24 18 119 

 

【知事会見手話ワイプ制作事業】  

北海道知事定例記者会見に手話通訳付きの動画を作成し道のＨＰで公開した。 

４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月 12月 １月 ２月 ３月 合計 

4 4 5 4 3 4 3 4 4 3 4 3 45 

 

【自主制作事業】  

・聴覚障害や手話に関するＤＶＤを２本製作し貸出した。 

タイトル 時間 

地域を訪ねて①  

北見ろうあ福祉協会 「ろうとして生きてそれぞれの想い」 （上） 
28分 25秒 

地域を訪ねて①  

北見ろうあ福祉協会 「ろうとして生きてそれぞれの想い」 （下） 
36分 39秒 



 

 

・聴覚障害や手話に関する動画を 3本製作し北海道聴覚障がい者情報センターHPで公開した。 

タイトル 時間 

新型コロナウイルスについて 13分 56秒 

遠隔手話サービス紹介 13分 34秒 

理事長挨拶 4分 24秒 

 

■手話通訳者全国統一試験 

手話通訳者養成講座修了者及び同等の知識・技術を有するものを対象に全国手話研修センター 

主催の試験を道内３か所で実施した。 

日 時：2020年 12月５日（土）  

会 場：札幌市・釧路市・旭川市 

 

区分 会場 申込者数 受験者数 合格者数 

養成講座修了者 
札幌 14 12 7 

旭川 2 2 0 

同等の知識・技術を有するもの 

札幌 17 13 0 

釧路 8 7 3 

旭川 22 22 5 

合 計 63 56 15 

合格率 26.7％ 

【情報・コミュニケーション部】 

（１）2020年度 北海道手話通訳者健康問題対策委員会  

日  時：2021年１月 23日（土） 10：00～12：00（リモート会議） 

場  所：札幌かでる 2・7 ５階  北海道聴覚障がい者情報センター  

出席者：北ろう連：渋谷、中、伊藤  北通研：板谷  北手協：坂元  道士会：松井、山田 

  北ろう連（組合）：板谷・畠山 

  リモート参加（松井・山田・畠山） 

 

   【内 容】 

① 手話通訳時の新型コロナウイルス感染症対策について 

・北海道健康対策委員会として見解を検討する。  

・病院側の意向について現場で提案できる対策を通訳者として持つべき。 

・通訳時にはボランティア保険対応、設置通訳者は労災対象だが移動経路を明確にし 



 

なければならない 

② 健康対策アンケート報告（北通研） 

・支部、班へ集計継続 

③ 健康対策委員会の会計の収支報告 

④ 今後の活動について 

・手話通訳者の健康対策に理解のある医師を増やす取り組みを進める。 

・函館、旭川で健診が受診出来ないので、課題解消の取組みを継続していく。 

・全国組織による国（厚労省）への働きかけを行う。 

 

 

聴覚障害者の福祉の増進に関する事業 
 

■全道ろうあ者相談員・全道専任手話通訳者研修会の開催 

   ろうあ者相談員・専任手話通訳者の資質の向上を図るため、福祉に関する諸問題を討

論する研修会 

【第 46回全道ろうあ者相談員研修会・第 43回全道専任手話通訳研修会】 

日 時：2020年 10月 16日（水） 9：30～17：00 

         2020年 10月 17日（木） 9：30～15：30 

【変更事項】 新型コロナウイルス感染症拡大により事業を中止 

 

■道関係の懇談会 

（1）北海道聾学校校長会との教育懇談会 

日 時:2020(令和 2)年 10月 20日（火）14:00〜16:00 

場 所:札幌聾学校・旭川聾学校との両校によるオンライン会議 

出席者:全道聾学校校長会 

     会  長   室岡
むろおか

 弘
ひろ

明
あき

(北海道高等聾学校長)   中継会場→札幌聾学校 

     副会長   須見
す み

 千
かず

慶
よし

 (北海道札幌聾学校長)  中継会場→札幌聾学校 

     事務局長 四木
し ぎ

 定
さだ

宏
ひろ

(北海道旭川聾学校長)  中継会場→旭川聾学校 

            菅野
す が の

 弘
ひろ

尊
たか

（北海道帯広聾学校）   中継会場→帯広聾学校 

     連  盟（中継会場→札幌聾学校） 

            山根理事長、渋谷副理事長、金原常務理事、宮内教育・文化対策部長 

     内容及び回答 参考資料をご覧ください。 



 

（2）教育局との懇談会 

日 時：2020年 10月 23日（金） 10：00～11：30 

場 所：道立道民活動センター（かでる 2.7）    

出席者：北海道教育庁学校教育局特別支援教育課特別支援教育指導係      

柏木課長補佐・吉田主任指導主事  

連 盟／山根理事長、渋谷副理事長、金原常務理事、中事務局長 

宮内教育・文化対策部長  

内容及び回答 参考資料をご覧ください。 

 

(３)道政懇談会（福祉部） 

日  時：2020年 11月 13日（月） 10：00～11：30  

場  所：道立道民活動センター（かでる 2.7） 

出席者：福祉課／遠藤課長、大宮係長、田中専門主任 

連 盟／山根理事長、渋谷副理事長、大内副理事長、金原常務理事、 

中事務局長 

    内容及び回答 参考資料をご覧ください。 

 

（４）北海道労働局（労働部） 

日  時：2020年 11月 13日（金）13：00～14：30 

場  所：北海道労働局 

出席者:北海道労働局 

北海道労働局職業安定部職業対策課 課長 杉村   

地方障害者雇用担当官 横山 

        連盟 山根理事長、渋谷副理事長、大内副理事長、金原常務理事、中事務局長 

   内容及び回答 参考資料をご覧ください。 

 

(５)北海道警察本部との懇談会 

日  時：2021年 3月 17日（水） 13：30～14：25 

場  所：北海道警察本部 

出席者:警務部参事官兼警務課長 東警視正   

総合企画官兼札幌市警察部企画課次席 佐々木警視 

警務部警務課 課長補佐 久米井警部 

交通部運転免許試験課 次席 佐々木警視 

   連盟/山根理事長、渋谷副理事長、大内副理事長、金原常務理事、中事務局長 

   内容及び回答 参考資料をご覧ください。 

 



 

聴覚障害者福祉に関する普及・啓発 

■第６１回全道ろうあ者大会 in室蘭 

 日 時：2020年９月 11日（金） ～ 

           2020年９月 13日（日） 

【変更事項】 新型コロナウイルス感染症拡大により事業を中止 

 

■ろうあ者労働問題フォーラム 

第 23回 ろうあ者労働問題フォーラム 

日 時：2021年 1月 24日（日）10：00～12：30  受付 9：30～ 

会 場：道立道民活動センター（かでる 2.7）5階 510号会議室 

講 演：「全国における障害者雇用の情況と聴覚障害者が働くためには」    

一般財団法人全日本ろうあ連盟福祉・労働委員会 

労働専門委員 岩
いわ

 山
やま

  誠
まこと

 氏 

対 象：聴覚障害者・職業安定所手話協力員・ろうあ者相談員・釧路支援関係者等 

参加者：13名   内訳・そのうち 2名(釧路・室蘭)はオンライン参加 

内容及び状況 ※詳細は北聴紙第 229号(2021年 3月 10日)参照 

 

 

■スポーツリーダー育成研修会 

20２０年度 北海道ろうあ連盟スポーツリーダー育成研修会】 

日 時：202１年１月 1７日（日） 10：00～15：00 

会 場：道立道民活動センター（かでる 2.7） 

講 演：「パラリンピックと私」」 

講 師：北海道新聞パラスポーツアドバイザー   永瀬
な が せ

 充
みつる

 氏  （参加者）２８人 

10：00～12：00 永瀬氏による講演 

13：00～15：00 第２回北海道ろうあ連盟スポーツ委員会 

 

１．第 1回スポーツ委員会 

日 時：20２０年 6月 2６日（金） 18：３0～20：00    

会 場：道立道民活動センター（かでる 2.7） 

   ※新型コロナウイルス感染症拡大により中止 

 



 

２．第 2回スポーツ委員会 

   日 時：202１年１月 1７日（日） 13:00～15:00 

会 場：道立道民活動センター（かでる 2.7） 730号室 

競技団体：バドミントン、サッカー、フロアカーリング、ボウリング、パークゴルフ 

          男子バレーボール、ソフトバレー、ソフトボールチーム（新加入） 

ろう協会：札幌、旭川、小樽、江別、室蘭、帯広、千歳、北広島 

  欠席団体：ゲートボール 

内 容：（1） スポーツ委員会活動報告   

（2） 第 5４回全国ろうあ者体育大会（九州ブロック分散）参加報告 

（3） 各競技団体より経過報告と今後の予定 

３．スポーツ委員会体制について 

委員長 熊倉 晃（小樽）  事務局長 越智 誠（札幌）  事務局員 長谷 和明（札幌） 

 

 

■ろう教育フォーラム 

第 21回ろう教育フォーラム in北海道  参加者： 37名 (オンライン 22名) 

日 時：2021年 2月 21日(日) 13:00～15:00 

会 場：道立道民活動センタービル（かでる 2.7） 

講 演：「ろうの子どもたちが自分探しできる聴覚障害教育」 

講 師：国立大学法人 宮城教育大学 特別支援教育講座  聴覚・言語障害教育コース  

准教授(教育学博士)  松
まつ

﨑
ざき

 丈
じょう

 氏 

2019年 7月に解散した「聴覚障害教育を考える北海道連絡協議会」から引き継 

ぎ、主催しました。 

新型コロナウイルス感染症防止の為、講師は宮城県からオンラインで繋ぎ、講演頂き 

ました。 また、オンライン参加も受け付けました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

収益等事業 

 ■出版等事業 

 2020年度手話カレンダー売上                    

 ①出版事業（書籍の制作・販売、(一財)全日本ろうあ連盟が扱う書籍の販売） 

 2020年度書籍売り上げ（数）ベスト 20               2021年 3月 31日現在 

順

位 
品  名 

昨年 

参考 

 売上

冊数 

売上額 

（円・税抜） 
備考 

1 手話を学ぼう手話で話そうテキスト 680 ↓ 501 1,410,300  

２ 新しい手話 202１ 382 ↓ 351 273,150 参考：2020 

3 季刊MIMI 170号（冬号） 255 ↓ 248 214,193 参考：166号 

4 季刊MIMI 169号（秋号） 257 ↓ 248 ２０７，４８３ 参考：165号 

5 季刊MIMI 168号（夏号） 253 ↓ 247 206,456 参考：164号 

6 季刊MIMI 171号（春号） 247 ↓ 244 210,737 参考：167号 

7 役員読取DVD2020 -  409 530,631  

8 役員読取DVD2019 230 ↓ 101 131,340  

9 DVDで楽しく学べる初めて出会う手話 157 ↑ 169 302,400  

10 通訳養成講義テキスト改訂版 -  173 233,820 2021.1改訂 

11 新 たっちゃんと学ぼう 562 ↓ 161 32,100  

12 北海道の手話 105  66 70,915  

13 Let’s Try 国際手話Ⅱ - ↓ 62 102,600  

14 手話学習辞典Ⅰ （緑） 154 ↓ 5２ 133,120  

15 手話通訳 Ⅱ テキスト 50 ↓ 4２ 114,240  

16 手話学習辞典Ⅱ（オレンジ・改訂版含） 61  4５ 118,858  

１７ 新しい手話 2020 351 ↓ 40 34,110 参考： 2019 

18 手話通訳 Ⅲテキスト 73  36 97,440  

19 通訳養成講義テキスト 48  31 52,700 改訂前のもの 

20 聴さんと学ぼう 118 ↓ 30 26,110  

 

 



 

■手話カレンダー等事業 

2020年度手話カレンダー売上                    2021年 3月 31日現在 
品  名 仕入 贈呈 販売数（昨年） 残数 売上額（昨年） 

手話カレンダー（大） 2,000 26 １，３７１（1,784） 603 
６２０，１００

（734,400） 

手話カレンダー（小） 2,000 37 １，４９２（1,797） 471 
560,８５0

（644,150） 

合       計 4,000 63 ２，８６３（3,581） 1,074 
1,180,050

（1,379,050） 

 

■自動販売機手数料事業  

 設置場所 売上手数料 

１ 道立総合体育センター（きたえーる） 22,375 

２ 渡島振興局（2台） 102,662 

 

 

 

相互扶助等事業 

■機関紙部 

（1）機関紙「北聴」発行 

2020年度 主な内容 

第 224号（5月 10日発行） 北海道聴覚障がい者情報センター分室かでる５階に開所など 

第 225号（7月 10日発行） 第 8回社員総会 初めての書面決議など 

第 226号（9月 10日発行） 初めてのオンライン代表者会議（北海道・東北）など 

第 227号（11月 10日発行） 全日ろう連初オンライン評議員会など 

第 228号（1月 10日発行） 道内の保健所に遠隔手話通訳のタブレット配置など 

第 229号（3月 10日発行） 
合同研修会、スポーツリーダー研修会、労働問題フォーラム（オ

ンライン）など 

※6ページ（１月 10ページ、3月 8ページ） 

 



 

1．2020年度の報告 

１）ＨＳＫ北聴の特徴 

①ＨＳＫ北聴を２カ月ごとに 1回、合わせて 6回発行しました。賛助会員（10団体・個人

30名※2021年２月 26日時点）を募集して少しずつ増えてきています。 

②2020年度は、コロナ禍による事業中止に代わって、オンラインの会議を始め、事業、全

日ろう連評議員会と、初めてづくしだったことを記事化していきました。 

 手話言語条例制定後の取り組みについては、理事会報告に掲載して、情報共有できるよ

うにしました。 

 

２）2020年度反省点及び課題 

①第 224号 3～4ページに「隔離病棟での聴覚障害者の情報保障について」を載せただ

けで、コロナ禍の中、会員の声を載せる機会が乏しかったため、出来る限り、載せられる

ようにします。 

 

■生活訓練事業 

聴覚障害者の社会生活に関する各種教室等を開催する加盟団体を支援した。 

ブロッ

ク 
道南ブロック 道央ブロック 道北ブロック 道東ブロック 

期 日 

中 

 

 

止 

中 

 

 

止 

中 

 

 

止 

11月 １日（日） 

会 場 帯広市 

参加者 ２４名 

内 容 

 「あなたにも救える“いのち”！家族で

覚えよう！防災の知恵」 

  

救急救命についてあらためて色々と説

明してもらい、内容が分かった。 

身の回りにあるものを使った応急手

当、応急救護のやり方を学びながら、訓

練した。例えばシーツに乗せて運ぶやり

方を実際に見てびっくりした。 

体験してみて、色々と勉強になった。 

講 師 
講師 佐藤 悦弘氏 

（帯広ライフサポート協会 救急救命士） 

 

 



 

■組織部 

（1）合同研修会（ZOOMによるオンライン研修会） 

日 時：2020年 12月 13日（日） 13：30～16：30 

会 場：札幌・旭川・函館・千歳・帯広・釧路会場 

参加人数：12協会 49名 

内 容： 第一講目 情勢と課題 

『「全日ろう連」＆「北ろう連」（運動の動き）＆私たちの課題』 

第二講目 「地域協会の情勢」参加者全員で話し合う（全員参加型） 

事前アンケートに基づき、地域の活動を報告する。 

 

１．合同研修会 

2020年 12月 13日に札幌をはじめ 6会場において、オンラインによる合同研修会が

開催されました。今回は、新型コロナウイルス感染症の為、一ヶ所に集まっての開催が厳し

いため、初めての試みとして ZOOM によるオンラインで開催しました。初めてということ

もあって画面がフリーズになるトラブルなどもありましたが、参加者の協力により、無事に

終わることができました。 

参加人数ですが、12協会49名で昨年度と比べ、多数の参加をいただき、それぞれの報

告、議論を交わし、有意義な時間を過ごせたのではないかと思っています。 

（具体的な内容は北聴第 229号に掲載） 

２．北海道ろうあ連盟の現状と課題 

毎年、地理的、時間的、経済的な事情で参加が難しかった協会もオンライン研修の実施

によって、23協会中 12協会の参加が得られました。 

今後、インターネットを活用した会議、研修会が増えていくことが予想され、オンライン利

用についてのアンケートを実施し、オンライン会議や研修の実施が可能なように地域協会

の勉強会開催などでフォローしていきます。これからは、インターネットを使った会議、研

修会が増えていきます。一方で地域協会によっては、オンライン接続が出来る地域と出

来ない地域があり、地域格差が出てくるのではないかと危機感を持たれます。地域協会

のオンライン会議のアンケート調査を実施し、オンライン会議や研修会が出来ない協会に

対しては、地域での勉強会の開催などをフォローしていく必要があると考えてます。 

３．会員拡大、日聴紙・MIMI読者拡大の取り組み 

コロナ禍のため、大会などが中止になり、積極的な取組みができず、21年度も同様に

厳しいと考えています。しかしながら、日聴紙購読数は現状維持しており、皆様の協力に

対し、感謝しております。組織部としても現状維持を目標に、さらなる上積みを頑張って

いきたいと思います。皆様におかれましては連盟全体で目標数の達成ができるように協

力をお願いいたします。 



 

 

会員の所属自治体（59自治体）2020.12.31届け出による。 

道南 道央 道北 道東 

小樽市 えりも町 石狩市 旭川市   愛別町 網走市 池田町 

伊達市 鹿部町 恵庭市 赤平市 下川町 帯広市 音更町 

苫小牧市 黒松内町 江別市 岩見沢市 鷹栖町 北見市 釧路町 

登別市 白老町 北広島市 士別市 当麻町 釧路市 訓子府町 

函館市 寿都町 札幌市 滝川市 羽幌町 根室市 鹿追町 

北斗市 古平町 千歳市 名寄市 東川町 斜里町 白糠町 

室蘭市 森町 夕張市 美唄市 東神楽町 新得町 津別町 

 余市町 当別町 富良野市 三笠市 中標津町 美幌町 

   稚内市  幕別町 芽室町 

     羅臼町  

＊あいうえお順 

＊太字は加盟団体協会事務局がある自治体 

 

【注意】  

次の代議員選挙は、2021 年２月～４月の間に行なう予定。選出基準となる会員数は、

2020年 12月 31日付の会員となります。 

 

組織の現状と特徴 

ブロック

委員会 

委員氏名 

ブロック 道南ブロック 道央ブロック 道北ブロック 道東ブロック 

構成 

役職 
後志・胆振・渡島管内 石狩管内 上川・空知・宗谷管内 

釧路・根室・十勝・ 

オホーツク管内 

委員長 熊倉晃（小樽） 猫宮邦裕（千歳） 稲荷山佳光（美唄） 山口弘一 (北見) 

副委員長 山本時枝（伊達）   森井良明（北見） 

事務局長 
山野未来（後志） 

付：宮武美登里（室蘭） 
杉本五郎（石狩） 

野田一男（旭川） 

副：橋本由美（旭川） 
今野ヒデ（根室） 

会計部長 酒井幹雄（苫小牧） 野口和伸（札幌） 工藤努（旭川） 長縄貞子 (根室) 

組織部長   岡崎尚則（上川北部）  

監事 
大澤利彦（函館） 

山田隆（登別） 
大谷政敏（北広島） 大田晃栄（旭川） 鎌野英幸 （十勝） 

ブロック内サークル、

北通研との共同や連

携に関することなど 

例）サークル育成、ろう相設置、通訳者、奉仕員講座開設、講師養成、登録、派遣制度に関する意見交

換などありましたら書いてください。 

なし なし なし なし 

ブロック

委員会 

の開催 

社員 

総会前 

例）ブロック内（地域）の福祉課題の検討や取組み、議案、提案、懸案事項への意見集約に関してどん

なことがあったか書いてください 

なし なし なし なし 

社員 

総会後 

例）全国、全道的な運動課題の検討や取り組み、大会決議、運動方針の具体化などはどんなことがあ

ったか書いてください。 



 

道南ブロック評議員会

（5 月 10 日（日）予定

の所コロナ感染防止の

為、中止） 

 

第 53回全道ろうあ者

夏季体育大会を 6 月

26～28日、各競技を

道央分散で開催する

予定でしたが、コロナ

禍のため中止となっ

た。 

なし なし 

ブロック

研修 

交流会の

開催 

期 日 11月 15日（日） 12月 6日 

新型コロナウイルス感

染症拡大のため実施

せず。 

 

会 場 小樽市 千歳市 帯広市 

参加者 
 

 ２４名（道東各地） 

内 容 

コロナ感染防止の為、

中止 

 

千歳市において道央
ブロック研修会を開催
する予定でしたが、コ
ロナ禍のため中止とな
った。 

スポーツ交流会 

→コロナウイルスのた

め中止 

振興局内代議員 

選出の調整 

 

 

 

 

 

旭川範囲は臨時総会
で代議員選挙を行う。
旭川市外在住者はそ
の範囲で代議員選挙
を行う。 
岩見沢、上川北部は役
員会で協議、美唄・中
空知・稚内はなし。 

 

 

■その他 

 

【各地の動き】 

・小樽ろうあ協会が一般社団法人を取得しました。 

・旭川ろうあ協会では、旭川市聴覚障害情報センター（仮）の設置に向けて、要望書提出、署名運動

を始めました。 

 

【賛助会員】 

 団    体    名   （団体会員）  

1 えべつ手話の会 

2 社会福祉法人厚生協会 

3 岩橋印刷株式会社 

4 大麻手話の会 

5 北通研 江別班 

6 柏楊印刷株式会社 

7 サンコー事務機株式会社 

8 上川・中部定住自立圏 手話サークル連絡会 華咲手 

9 株式会社あいプラン 

個人会員  ３０名 

 

 



 

連盟各部・委員会等の活動に対する支援 
 

■教育・文化対策部 

全国ろうあ者大会写真コンテスト入賞者作品展示は全国ろうあ者大会および全道ろ 

うあ者大会中止のため、開催なし。 

 

■青 年 部 

１．第61回全道ろうあ者大会in室蘭 青年のつどい 

日  時：2020年9月12日(土) 

    【変更事項】 新型コロナウイルス感染症拡大により事業を中止 

 

２．第 3３回全道ろうあ青年研究討論会 in函館（ミニ青研） 

日 時：2020年８月８日（土）～９日（日） 

   【変更事項】 新型コロナウイルス感染症拡大により事業を中止 

 

3．第5２回北海道ブロック代議員会in札幌 

日 時：20２１年 1月９日(日)  

場 所：札幌市 北海道立道民活動センター かでる 2.7  

・代議員数が２４名。過半数が１２名。会場出席、オンライン出席、委任含めて 13名。 

そのうち会場出席は 5名（役員 3名、一般２名）、オンライン出席は 4名（役員 2 

名、一般 2名）、委任は４名となった。一年間の活動報告や事業計画、会計報告や 

予算案、反省点などについて話し合った。そして 202１年度に向けて役員改選を 

行った。 

 

・202１～２０２２年度の役員については下記の通りに決定しました。 

部   長 長谷 和明（はせ かずあき） 札幌  

総務部長 清原 麻実（きよはら まみ） 札幌 

財政部長 佐藤 尚行（さとう なおゆき） 札幌 

組織部長 山形 悠介（やまがた ゆうすけ） 札幌 

事業部長 田中 祥平（たなか しょうへい） 函館 

広報部長 菅井 駿（すがい しゅん） 札幌 

監   査 桜庭 まどか（さくらば まどか） 函館 

監   査 小林 愛美（こばやし よしみ） 千歳      計８名 

 

●推薦中央委員 

佐藤 尚行（全日本ろうあ連盟青年部 第 20期推薦中央委員 組織部員） 

 



 

■女 性 部 

１． 2020年度活動総括 

2020年度はコロナウイルス感染拡大防止の為、交流会及び研修会や女性のつどいな 

ど女性部事業は中止になりました。それまで会場確保や講演内容など地域協会に準備 

や打診などご協力をいただきましたが、開催する事が叶いませんでした。次年度はコ 

ロナ禍による対応を考えながら、地域協会と情報交換しながら開催できるよう進めて 

いきたいと思います。 

 

２． 第６１回全道ろうあ者大会「女性のつどい」について 

【変更事項】 新型コロナウイルス感染症拡大により事業を中止 

 

３． 第３７回全道ろうあ女性交流会及び第30回全道ろうあ女性研修会について 

     【変更事項】 新型コロナウイルス感染症拡大により事業を中止 

 

４．第８回（公）北海道ろうあ連盟女性部定期総会 

日 時：202１年４月４日（日） 

開催地：札幌市（道民活動センター） 

      出席者 : １１名    委任 : １０名 

 

●202１年 4月～202３年 3月役員体制 

部   長：佐々木柄理子（千歳）     事務局長：畠山 和子（札幌） 

組織部長：伊藤 千春（室蘭）      会計部長：杉本 洋子（石狩） 

監  査：渡辺 菜穂子（札幌） 

 

■高 齢 部 

１．北海道ろうあ連盟高齢部の活動報告 

２０２０年高齢部の活動は、全道ろうあ者大会が開催中止となり、急遽室蘭市で準備をし 

てきた高齢者のつどいは会場、宿泊、交通共にキャンセルの手続きとることになりました。 

  準備にご協力いただきました室蘭聴力障害者協会また手話通訳の皆さんありがとうご 

ざいました。 

高齢部総会についてもコロナの終息が見通せず再三延期し３月２１日に開催し役員の

改選等の審議を行うことができました。 

 

２．２０21年度北海道ろうあ連盟高齢部役員（２０21年度～２０２2年度） 

部   長     川口  豊（十勝）    副部長   菊地 文雄（旭川） 

総務部長     鮎沢 正明（帯広）   会計部長  中川 美鈴（釧路） 



 

組織部長     磯野 治夫（小樽）   事業部長  小林 信之（旭川） 

調査・研究部長  扇谷 吉久（北斗）   次 長   杉本 五郎（石狩） 

監   事     吉田 雅敏（札幌）、村中 哲太郎(帯広) 

一般財団法人全日本ろうあ連盟高齢部代議員 

     川口 豊(十勝)  村中 哲太郎(帯広) 

 

 

文化スポーツ推進事業 
 

■文化スポーツ表彰・助成事業（文化スポーツ基金事業） 

聴覚障害者の文化・スポーツ活動を振興するため、表彰・助成を行う。 

文化・スポーツ委員会の開催  

・2020年 11月 7日（土）  

・2021年 2月 13日（土） 

選考メンバー  委員長 : 山根 昭治    

委  員 : 金原 浩之、中 和彦、熊倉 晃、宮内 博子、中川 雅敏 

田渕 博（文化）、伊勢谷郁生（スポーツ） 

2020年度 文化スポーツ賞及び助成事業 

表彰者  安宅 幸代（小樽）・乙黒 ときわ （釧路） 

 全道ろうあ者大会中止により第９回定時社員総会で表彰 

 

■全道ろうあ者夏季体育大会に対する助成 

【第５４回全道ろうあ者夏季体育大会】 

日 時：2020年 6月 26日（金）～6月 28日（日） 

【変更事項】 新型コロナウイルス感染症拡大により事業を中止 

代替として各アスリートより応援メッセージ動画を北海道ろうあ連盟 HPにて発信  

歴代全道ろうあ者夏季＆冬季体育大会の内容を HPにて発信。 

 

■荒木身体障害者スポーツ基金助成事業 

荒木身体障害者スポーツ基金から助成を受けて、聴覚障害者のスポーツ行事を開催する。 

 

【変更事項】 新型コロナウイルス感染症拡大により事業を中止 



 

全国会議・研修会への派遣・協力 

■全国派遣 

■全日本ろうあ連盟評議員会 オンライン 

 10月 24日（土） 11：00～16：00 かでる 2・7 

 

■組織部 

１.全国ブロック代表者会議 

日  時：2021年１月 20日（水） 18：30～20：30 

参加者：北海道・関東・北信越・四国・中国のブロック代表者 

オンライン開催（ZOOM使用） 

内  容：各協会のコロナ対応、影響について 

出席者：中事務局長、金原常務理事(オブザーバー参加) 

 

2.加盟団体オンライン会議 

◎第１回全国オンライン会議 

日 時：８月 19日（水） 14：00～16：00 

参加者：北海道・青森県・岩手県・宮城県・秋田県・山形県・福島県 

内 容：（１）各都道府県からの報告  

（２）協会活動について 

（３）会員サービスについて 

（４）資金調達について 

（５）連盟に望むこと 

（６）その他 

出席者：中事務局長、金原常務理事 

 

◎第２回全国オンライン会議 

日 時:2021年 1月 27日(水) 13:30～15:30 

参加者：北海道、岩手、神奈川、福井、長野、滋賀、京都、三重、島根、香川、愛媛、佐賀  

内 容:（１）各都道府県からの報告  

（２）会員拡大について 

（３）出版物販促について 

（４）『咲む』上映活動について 

（５）その他 



 

出席者：中事務局長、金原常務理事 

以上、47都道府県を 4ブロックに分け、日程別にオンライン会議実施 

 

■福祉・労働対策部 

１．第 2５回全国職業安定所手話協力員研修会等兼ろうあ者労働問題フォーラム 

【変更事項】 新型コロナウイルス感染症拡大により事業を中止 

２．ろうあ者相談員ブロック代表者会議 

【変更事項】 新型コロナウイルス感染症拡大により事業を中止 

3．2020年度オンライン全国福祉・労働担当者会議   

日 時：2021年１月 13日（水）18：30～20：30 

場 所：オンライン参加者（大内・森）自宅で実施 

出席団体：北海道・宮城・山形・福島・滋賀・京都（欠席） 

会議内容 

（1）労働：①労働局との交渉報告 ②手話協力員の謝金 ③ハローワーク遠隔手話通訳            

④コロナ禍による労働（就労）への影響等について 

（2）福祉：コロナ禍におけるろう者の課題と支援について 

（外部との面会禁止している一般入所施設のろう者及びろう重複障害者に対する支援

方法、孤独死問題他） 

（3）その他 

内容及び状況 

※詳細は 2020年度全国福祉労働委員会全国会議(まとめ)の、報告事項の参考参照 

 

■情報・コミュニケーション部 

１．第 54回全国手話通訳問題研究集会 

【変更事項】 新型コロナウイルス感染症拡大により事業を中止 

 

２．2020年度全国情報・コミュニケーション会議 

【変更事項】 新型コロナウイルス感染症拡大により事業を中止 

 

■教育・文化対策部 

１．ろう教育を考える全国討論集会 

   ２０２０年東京オリンピック・パラリンピック開催予定に合わせて、休止予定となって 

おり、オリパラ延期に関わらず、休止となった。 

 



 

２．全国教育担当者会議 

    【変更事項】 新型コロナウイルス感染症拡大により事業を中止 

 

■機関紙部 

１.機関紙担当者研修会 

【変更事項】 新型コロナウイルス感染症拡大により事業を中止 

 

■青年部 

１．第67回全国ろうあ者大会in大阪 青年のつどい 

【変更事項】 新型コロナウイルス感染症拡大により事業を中止 

 

２．第38回全国ろうあ青年部活動者会議 

【変更事項】 新型コロナウイルス感染症拡大により事業を中止 

 

■女性部 

１．第 50回全国ろうあ女性集会  

【変更事項】 新型コロナウイルス感染症拡大により事業を中止 

       

２．全国委員会＆第 47回女性研修会 

【変更事項】 新型コロナウイルス感染症拡大により事業を中止 

 

■高齢部 

１.第 31回全国ろうあ高齢者大会・スポーツ大会 

日 時：20２１年 9月 2５日（金）～2７日（日） 

【変更事項】 新型コロナウイルス感染症拡大により事業を中止 

 

２.第 13回全国ろうあ高齢部代表研修会 

     日 時：202１年 2月        

    【変更事項】 新型コロナウイルス感染症拡大により事業を中止 

 

 

 

 

 



 

法人関係事業 

■事 務 局 

理事会（役職構成） 

役職名 氏 名 担  当 
全日ろう

評議員 

理事長 山根 昭治 
文化・スポーツ基金、4団体懇 

聴覚障がい者情報センター運営委員 
理事 

副理事長 渋谷 雄幸 
情報・コミ部長、4団体懇 

聴覚障がい者情報センター運営委員 
〇 

副理事長 大内 祥一 
福祉・労働対策部長、4団体懇 

聴覚障がい者情報センター運営委員 
〇 

常務理事 金原 浩之 
常務理事、文化・スポーツ基金、4団体懇 

聴覚障がい者情報センター運営委員 
〇 

理  事 中  和彦 
事務局長、文化・スポーツ基金、4団体懇 

聴覚障がい者情報センター運営委員 
〇議長 

理  事 高嶋 正博 
会計部長、派遣センター、4団体懇 

聴覚障がい者情報センター運営委員 
監事 

理  事 佐藤 義典 組織部長  

理  事 福島 太郎 機関紙部長 〇 

理  事 宮内 博子 
教育・文化対策部長、文化・スポーツ基金 

聴覚障がい者情報センター運営委員 
〇 

理  事 熊倉  晃 スポーツ部長、文化・スポーツ基金 〇 

理  事 佐藤 尚行 青年部長 〇 

理  事 佐々木柄理子 女性部長、聴覚障がい者情報センター運営委員 女性部長 

理  事 川口  豊 高齢部長  

理  事 橋本 由美 組織部付 〇 

理  事 野原 伸也 組織部付  

理  事 工藤  努 情報・コミ付  

理  事 中川 雅敏 教育・文化対策付  

理  事 森  恵子 福祉・労働対策付  

監  事 小山 輝義  〇 

監  事 越智  誠  〇 

 

 



 

■手話言語条例 

北広島市（2021年3月 18日）が採択され、これによって 北海道で手話言語条例を実施している自治

体は、２9道市町（2021年３月 31日現在）になりました。 

 地域名 条例の名称 制定日 施行日 

1 北海道 北海道言語としての手話の認識の普及等に関する条例 2018年３月 20日 2018年４月１日 

2 石狩市 石狩市手話に関する基本条例 2013年 12月 16日 2014年４月１日 

3 新得町 新得町手話に関する基本条例 2014年３月５日 2014年４月１日 

4 鹿追町 鹿追町手話に関する基本条例 2014年９月 19日 2014年 10月１日 

5 名寄市 名寄市みんなを結ぶ手話条例 2015年３月 20日 2015年３月 23日 

6 登別市 登別市ぬくもりある手話条例 2015年 12月 18日 2016年４月１日 

7 室蘭市 室蘭市みんなの心をつなぐ手話言語条例 2016年３月 25日 2016年４月１日 

8 帯広市 帯広市手話言語条例 2016年３月 28日 2016年４月１日 

9 旭川市 旭川市手話言語に関する基本条例 2016年６月 17日 2016年７月１日 

10 洞爺湖町 洞爺湖町手話言語条例 2016年 12月 13日 2017年４月１日 

11 伊達市 伊達市やさしい心がかよいあう手話言語条例 2016年 12月 15日 2017年４月１日 

12 釧路市 釧路市手話言語条例 2017年３月 17日 2017年４月１日 

13 苫小牧市 苫小牧市手話言語条例 2017年３月 17日 2017年４月１日 

14 赤平市 赤平市思いやりあふれる手話言語条例 2017年３月 22日 2017年４月１日 

15 札幌市 札幌市手話言語条例 2018年３月６日 2018年３月６日 

16 千歳市 千歳市手話言語条例 2018年３月８日 2018年３月８日 

17 小樽市 小樽市手話言語条例 2018年３月 20日 2018年３月 20日 

18 三笠市 三笠市笑顔で心をつなぐ手話言語条例 2018年３月 26日 

 
2018年４月１日 

19 岩見沢市 岩見沢市手話言語条例 2018年３月 27日 2018年４月１日 

20 釧路町 釧路町手話言語条例 2018年 12月 7日 2019年４月１日 

21 江別市 江別市手話言語条例 2018年 12月 13日 2019年４月１日 

22 豊浦町 豊浦町手と手でつなぐ手話言語条例 2019年３月５日 2019年４月１日 

23 北斗市 北斗市手話言語条例 2019年 3月 11日 2019年４月１日 

24 網走市 網走市手話言語条例 2019年 3月 20日 2019年４月１日 

25 恵庭市 恵庭市手話言語条例 2020年 3月 11日 2020年４月１日 

26 根室市 根室市思いをつたえる手話言語条例 2019年 12月 13日 2020年４月１日 

27 北見市 北見市手話言語条例 2020年 3月 20日 2020年４月１日 

28 美唄市 美唄市手話言語条例 2020年 3月 20日 2020年４月１日 

29 北広島市 北広島市手話言語条例 2021年 3月 18日 2021年４月１日 

 

2021年３月 31日現在 

全国の自治体  ３９０ （ 31道府県  14区  286市  57町  2 村 ） 

 

 

 

 

 

 

 



 

■理事会の開催 

 月    日 会    場 

第１回 2020年４月 26日（土） 札幌（かでる）・旭川（おぴった）・他 

第２回 2020年 7月 19日（日） 札幌（かでる）・旭川（おぴった）・他 

第３回 2020年９月 27日（日） 札幌（かでる）・旭川（おぴった） 

第４回 2020年 11月 8日（日） 札幌（かでる）・旭川（おぴった）・他 

第５回 2021年２月 14日（日） 札幌（かでる）・旭川（おぴった）・他 

 
 
【理事会出欠表】 
  第１回 第２回 第 3回 第４回 第５回 

４月 

26日 

7月 

19日 

9月 

27日 

11月 

8日 

2月 

14日 

理 事 長 山根 昭治 〇 〇  〇 〇 〇 

副理事長 渋谷 雄幸 〇 〇 〇 〇 

〇 

〇 

副理事長 大内 祥一 〇  〇  〇 〇 〇 

常務理事 金原 浩之 〇 〇 〇 〇 〇 

事務局長 中  和彦 〇 〇 〇 〇 ○ 

理 事 高嶋 正博 〇 〇 〇 〇 〇 

理 事 佐藤 義典 〇 〇 〇 〇 〇 

理 事 福島 太郎 〇 〇 〇 〇 〇 

理 事 宮内 博子 〇 〇 〇 〇 〇 

理 事 熊倉  晃 欠 〇 〇 〇 〇 

理 事 工藤  努 〇 〇 〇 〇 〇 

理 事 佐藤 尚行 〇 〇 〇 〇 〇 

理 事 佐々木柄理子

ど子 

〇 〇 〇 〇 〇 

理 事 川口  豊 〇 〇 欠 〇 〇 

理 事 中川 雅敏 〇 〇 〇 〇 〇 

理 事 橋本 由美 〇 ○ 〇 〇 〇 

理 事 野原 伸也 欠 〇 欠 〇 〇 

理 事 森  恵子 〇 〇 欠 〇 〇 

監 事 小山 輝義 〇  〇 〇 〇 〇 

監 事 越智  誠 〇 〇 〇 〇 〇 

※欠は欠席  

 

 



 

■三役会議の開催 

第 1回 2020年４月 17日（金） 10：00～12：00 オンライン 

第 2回 2020年 6月 5日（金） 10：00～12：00 オンライン 

第 3回 2020年 7月 17日（金） 13：00～15：00 オンライン 

第 4回 2020年 9月 18日（金） 14：00～16：00 オンライン 

第 5回 2020年 10月 23日（金） 13：00～15：00 道立道民活動センター（かでる 2・7） 

第 6回 2021年 2月 5日（金） 10：00～12：00 オンライン 

第 7回 2021年 2月 19日（金） 15：00～17：00 オンライン 

第 8回 2021年 3月 17日（水） 10：00～12：00 道立道民活動センター（かでる 2・7） 

第 9回 2021年 3月 24日（水） 10：15～12：00 オンライン 

 
 
 

■４団体懇談会の開催 

第 1回 2020年 4月 25日（土） 13:00～15:00 道立道民活動センター（かでる 2.7） 

第 2回 2020年 11月 7日（土） 13:00～15:00 道立道民活動センター（かでる 2.7） 

第 3回 2021年 2月 13日（土） 13:00～15:00 道立道民活動センター（かでる 2.7） 

 

 

 


